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甲府市朝気一丁目地内(市立善誘館小学校の東)
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(更新-5)配水管布設替工事
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試掘内容 確認項目 区分

試掘① W1.00*L1.00*H1.20 昼

試掘②

試掘工

既設水道管・下水道管・ガス管の位置・土被・口径・管種

昼既設水道管の位置・土被・口径・管種W1.00*L1.00*H1.20
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区画線工

延長 区分

昼

昼

規格

実線 W=15cm 白

破線 W=15cm 白

昼

昼

ｾﾞﾌﾞﾗ W=45cm 白

矢印・記号・文字 15cm換算 白

実線 W=30cm 白 昼

59.1m
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EP1-1
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試掘③

試掘④試掘⑤

W1.00*L1.00*H1.20

昼

昼

昼既設水道管の位置・土被・口径・管種

既設水道管の位置・土被

W1.00*L1.00*H1.20

W1.00*L1.00*H1.20 既設水道管の位置・土被・口径・管種

試掘③ 昼W1.00*L1.00*H1.10 下水道管の位置・土被

試掘④

試掘⑤

試掘⑥

試掘⑥

RRVPφ100

路線1-1 DIP.GXφ300・RRVPφ100 L=218.0M

昼

管種 区分

PP φ20

給水管

箇所数

5箇所

 1箇所DIP.GXφ75 昼
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※1　一体化長さ
曲管部(45°以下)　：1.0ｍ

ライナー使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

GX形直管はすべてS種管とする。

S種管（切管用）切管有効寸法1.0ｍ以上とする。

甲切　は有頭(受口有り)の切管を表す。

乙切　は無頭(受口無し)の切管を表す。

上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※2　P-Link

※3　G-Link

直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・K形特殊押輪は3DkN仕様とする。

・掘削深がH=1.5mを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施す。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行ってください。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

Ｔ字管部　　　　　：φ300(DP=1.05m)　7.0ｍ　　φ150(DP=1.05m)　1.0ｍ
　　　　　　　　　　φ100(DP=0.95m)　1.0ｍ

仕切弁部・管端部　：φ300(DP=1.05m)　14.0ｍ　　φ150(DP=1.05m)　8.0ｍ
                    φ100(DP=0.95m)　 5.5ｍ
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土工標準図　1:25

土工標準図
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標準断面図　1:100

既設水道
VPφ100
DP=1.20
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新設水道管
DIP.GXφ300
DP=1.05

下水道
HPφ150
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既設水道管
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路線1-1（№8付近）

S N
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既設水道管
VPφ50

W E

土被り
1.20

EP1-2 管連絡部

※土留工（軽量鋼矢板）を施す

※舗装仮々復旧厚　3cm

0.05

掘削深

0.76

1.56

密粒度ASC

管上

0.40
クッション用砂

0.30敷砂

φ50RRVP
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1.47

※掘削深1.50m以上の箇所は土留工（軽量鋼矢板）を施す

※舗装仮々復旧厚　5cm

※管連絡および伏越部はこれに属さず
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※掘削深1.50m以上の箇所は土留工（軽量鋼矢板）を施す

※管連絡および伏越部はこれに属さず

※舗装仮々復旧厚　5cm

路線1-3 熊野通り 横断部

0.27【0.25】

密粒度ASC
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　（K）

1.12

※【  】は車両乗入れ部(切下げ部)

※舗装仮々復旧厚　3cm

※管連絡および伏越部はこれに属さず

※（  ）はK形

DIP.GX

路線1-1 熊野通り(歩道部)

※（  ）はK形φ100

DIP.GX(K)
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